
西暦 元号（日本） できごと

1046年 永承元 高麗版大蔵経（初雕版）、開版（№４）

1206年 建永元 モンゴル帝国建国

1231年 寛喜３ モンゴル帝国、高麗へ侵攻する

1236年 嘉禎元 五百羅漢図が描かれる（№６）

1248年 宝治２ 高麗版大蔵経（再雕版）、開版（№５）

1260年 文応元 クビライ、モンゴル帝国第５代皇帝となる

同年 高麗、モンゴル帝国と講和する

1266年～
1271年 文永３～８ モンゴル帝国、数度に渡り日本へ使者を派遣する

1268年 文永５ 北条時宗、執権になる

1271年 文永８ クビライ、国号を大元とする

1273年 文永10 モンゴル帝国、日本へ使者を派遣する

1274年 文永11

10月３日モンゴル軍、高麗の合浦を出発、５日対馬上陸、
14日壱岐上陸、20日早朝博多湾沿岸の各地に上陸、
21日博多湾から姿を消す
11月３日、幕府、石見国（島根）の御家人に石見の所領に
赴き防戦に備えるよう命じる（№３）

1275年 建治元 幕府、モンゴル帝国の使者を斬る

1276年 建治２ 幕府、九州の御家人に石築地（元寇防塁）の築造を命じる

同年 南宋、滅亡する

1281年 弘安４

５月３日モンゴル軍（東路軍）、高麗の合浦を出発、 
６月６日～ 13日東路軍、志賀島・能古島付近で戦闘、
18日モンゴル軍（江南軍）慶元を出発、
19日北条時宗、「異賊降伏」の祈祷を終えた高僧に感謝を述
べ、引き続き祈祷を求める（№２）
平戸島付近で東路軍と江南軍が合流し、７月27日鷹島へ移
動、30日夜半に暴風雨が発生し、モンゴル軍の軍船の大部
分が沈没する（№８・９・10）

1284年 弘安７ 北条時宗、死去

1293年 永仁元 蒙古襲来絵詞がつくられる

1294年 永仁２ クビライ、死去

1846年 弘化３ 江戸幕府御用絵師の狩野養信一門、蒙古襲来絵詞の模本を
制作する（№１）

1980年 昭和55 鷹島南岸海域の調査を初めて実施
以後、継続的に調査が実施される

2012年 平成24 「鷹島神崎遺跡」が国の特別史跡に指定される

2023年 令和５ 長崎県教育委員会、対馬（下原地区・樫根地区）と壱岐（樋
詰城・唐人原）で発掘調査を実施する（№７）




